
『
百
花
繚
乱
「
青
春
」
の
花
を
散

ら
せ
！
』
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
第

28
回
二
中
祭
が
10
月
13
日
（
金
）
と

14
日
（
土
）
の
２
日
間
に
渡
っ
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
と
な
る
13
日
は
、
開
祭
式

と
ス
テ
ー
ジ
発
表
「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
☆
ｔ
ｉ

ｍ
ｅ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
☆
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
」
で
は
、
出
演
し
た

生
徒
の
み
な
さ
ん
の
音
楽
や
踊
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
技
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
14
日
は
、
神
楽
、
吹
奏

楽
部
、
そ
し
て
合
唱
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
神
楽
は
、
各
地
区
か
ら
講

師
を
お
招
き
し
、
指
導
を
受
け
発
表

を
し
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
は
『
魔
女

の
宅
急
便
メ
ド
レ
ー
』
『
宝
島
』
な

ど
を
披
露
し
、
最
後
の
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
『
ア
イ
ド
ル
』
を
演
奏
し
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
合
唱
で
は
、
１
年
生

は
『M

y
O
w
n
R
o
a
d

僕
が
創
る

明
日
』
（
指
揮
・
小
泉
音

さ々
ん

）
２

年
生
は
『
あ
な
た
へ

～
旅
立
ち
に

寄
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
』
（
指
揮
・

川
村
莉
空
さ
ん

伴
奏
・
三
浦
心
春
さ
ん

）

３
年
生
は
『s

e
c
r
e
t

b
a
s
e

～

君
が
く
れ
た
も
の
～
』
（
指
揮
・
相

内
力
斗
さ
ん

）
を
各
学
年
と
も
息
の
合

っ
た
元
気
な
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

展
示
で
は
、
国
語
、
美
術
、
技
術
、

家
庭
科
の
教
科
展
示
や
、
保
健
委
員

会
に
よ
る
保
健
展
、
環
境
委
員
会
に

よ
る
写
真
展
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ア
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
大
津
蔵
将
さ
ん

（
１
年
）

二
中
祭
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、

人
前
で
堂
々
と
神
楽
と
合
唱
が
で
き

た
の
で
、
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。

来
年
は
、
も
っ
と
す
ご
い
二
中
祭
に

す
る
た
め
に
、
自
分
か
ら
盛
り
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
石
岡
咲
生
さ
ん

（
１
年
）

準
備
期
間
の
時
は
、
み
ん
な
が
い

つ
も
よ
り
協
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

見
ら
れ
た
し
、
合
唱
の
練
習
で
も
、

み
ん
な
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
た
お

か
げ
で
、
見
に
来
て
く
れ
た
方
々
に

い
い
歌
声
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
よ
か
っ
た
で
す
。

■
中
岫
奏
輔
さ
ん

（
２
年
）

今
年
の
二
中
祭
は
去
年
よ
り
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
今
回
は
、
準
備
も

本
番
も
本
気
で
取
り
組
め
ま
し
た
。

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
☆
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
は
、
み
ん
な
で

出
た
ダ
ン
ス
や
オ
タ
部
が
１
年
間
か

け
た
「
オ
タ
芸
」
を
見
て
感
動
し
ま

し
た
。
神
楽
は
初
め
て
の
権
現
舞
で

し
た
が
、
よ
く
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
、
こ
れ
を
越
え
ら
れ
る
二
中

祭
に
し
て
い
き
ま
す
。

■
相
内
玖
羅
良
さ
ん

（
２
年
）

展
示
の
と
き
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
同

じ
班
の
人
と
相
談
を
し
て
、
ど
う
す

れ
ば
見
や
す
く
な
る
の
か
や
飾
り
は

ど
こ
に
貼
れ
ば
見
て
も
ら
え
る
の
か

を
工
夫
し
ま
し
た
。
来
年
は
、
最
高

学
年
に
な
る
の
で
、
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
☆
ｔ
ｉ

ｍ
ｅ
や
合
唱
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
で
す
。

■
小
泉
開
聖
さ
ん

（
３
年
）

去
年
か
ら
「
オ
タ
芸
」
の
練
習
を

し
て
、
色
々
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ

っ
た
け
れ
ど
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
正
直
、
オ
タ
芸
を
Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
☆
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
で
や
る
前
は
、
手
拍

子
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

あ
そ
こ
ま
で
盛
り
上
が
る
と
は
思
っ

て
い
な
く
て
、
改
め
て
や
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

■
橋
本
結
愛
さ
ん

（
３
年
）

展
示
係
に
な
っ
て
、
私
は
と
て
も

大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
リ
ー

ダ
ー
的
な
役
割
は
苦
手
で
、
み
ん
な

を
ま
と
め
ら
れ
る
か
、
的
確
に
指
示

が
出
せ
る
か
な
ど
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
み
ん
な
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
お
か
げ
で
成
功
で
き
た
と
思
う

の
で
、
感
謝
し
た
い
で
す
。
Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ

☆
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
で
は
、
ダ
ン
ス
を
し

て
、
い
ろ
い
ろ
不
安
に
な
っ
た
け
れ

ど
、
た
く
さ
ん
盛
り
上
が
っ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
よ
い
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。

９
月
30
日
（
土
）
か
ら
10
月
１
日

（
日
）
の
２
日
間
、
野
球
競
技
、
陸

上
競
技
の
県
大
会
が
む
つ
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
１
日
（
日
）

は
、
昼
頃
に
天
候
が
急
変
し
、
大
雨

と
な
っ
た
た
め
、
野
球
競
技
決
勝
は
、

試
合
会
場
を
あ
さ
ひ
な
丘
球
場
（
む

つ
市
大
畑
）
に
移
し
再
開
と
な
り
ま

し
た
。
会
場
の
変
更
は
あ
り
ま
し
た

が
、
選
手
は
最
後
ま
で
平
常
心
を
も

っ
て
奮
闘
し
、
見
事
優
勝
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部
は
、
一
人

一
人
が
自
己
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
他

地
区
の
選
手
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

集
中
力
で
競
技
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

皆
様
の
心
か
ら
の
応
援
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

■
野
球
部

松
橋
大
和
さ
ん
（
２
年
）

僕
は
、
少
し
し
か
出
ら
れ
る
場
面

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
準
決
勝

や
決
勝
ま
で
、
全
体
の
サ
ポ
ー
ト
を

で
き
る
よ
う
な
行
動
を
と
れ
た
の
で

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

試
合
に
出
ら
れ
る

よ
う
に
し
、
チ
ー

ム
を
支
え
ら
れ
る

よ
う
な
選
手
に
な

れ
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

■
陸
上
競
技
部

田
村
涼
華
さ
ん
（
２
年
）

私
が
今
回
成
長
し
た
と
こ
ろ
は
、

ど
ん
な
条
件
で
も
好
成
績
を
出
す
と

い
う
こ
と
で
す
。
今
回
の
会
場
は
、

と
て
も
風
が
強
く
、
加
え
て
当
日
は

大
雨
と
い
う
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
し
た
が
、
決
勝
４
位
と
い
う
今

シ
ー
ズ
ン
最
高
の
成
績
を
出
せ
て
本

当
に
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

2023年10月31日(火) 二 中 だ よ り 第７号( 1 )

■
お
知
ら
せ
■

第
49
全
日
本
教
育
工
学
研
究
協
議
会
全
国
大
会
の
公
開
授
業

が
10
月
27
日
（
金
）
に
本
校
、
南
小
学
校
、
千
歳
平
小
学
校
、

六
ヶ
所
高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
に
も
多
く
の
参

観
者
が
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
１
年
生
数

学
、
２
年
生
理
科
、
３
年
生
社
会
の
授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
２
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

第 二 中 学 校 学 校 だ よ り
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10月31日
（火曜日）

11月 1日(水) 思春期ふれあい体験

学習（３学年）

11月 7日(火) 修学旅行事前指導

11月 8日(水) ～10(金)

修学旅行（２学年）

11月 8日(水) 認知症サポーター講座

（１学年）

11月 9日(木) 高校説明会（光星高、

三沢商業高）

11月10日(金) 高校説明会（工大一高

六ヶ所高）

11月24日(金) ２学期期末テスト

11月27日(月) 保護者参観日

11月30日(木) 食の指導（１学年）

11月のおもな行事

■
第
33
回
青
森
県
新
人
陸
上
競
技
選

手
権
大
会

９
月
30
日
（
土
）
、
10

月
１
日
（
日
）
む
つ
運
動
公
園
陸
上

競
技
場

【
男
子
】

共
通
３
０
０
０
㍍
３
位

中
岫
奏
輔
さ
ん

【
女
子
】

共
通
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

予
選
１
組
４
位

藤
谷
し
ず
く
さ
ん

福
岡

凜
さ
ん

斗
沢
萌
那
さ
ん

田
村
涼
華
さ
ん

１
年
１
０
０
㍍
４
位

福
岡

凜
さ
ん

２
年
２
０
０
㍍
４
位

田
村
涼
華
さ
ん

（
決
勝
、
予
選
と
も

８
位
以
上
の
記
録
を

掲

載

し

て

い

ま

す
。
）

百
花
繚
乱

二
中
祭

「
青
春
」の
花
を
散
ら
せ
！

県
新
人
大
会

■
第
38
回
青
森
県
中
学
校
新
人
野
球
大
会

１
回
戦

９
月
30
日
（
土
）
あ
さ
ひ

な
丘
球
場

横
浜
・
六
ヶ
所

０
０
１
２
０
０
４

７

弘
前
三

０
１
０
０
０
０
０

１

準
決
勝

10
月
１
日
（
日
）
む
つ
運

動
公
園
野
球
場

横
浜
・
六
ヶ
所

０
０
０
０
３
０
２

５

青
森
北
・
浪
岡

０
０
０
１
０
１
１

３

決
勝

あ
さ
ひ
な
丘
球
場

五
所
川
原
・
板
柳

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０

横
浜
・
六
ヶ
所

０
０
０
０
０
０
０
０
1X

１

延
長
９
回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

（
「
横
浜
・
六
ヶ
所
」
は
、
横
浜
中
・
六
ヶ
所
一

中
・
六
ヶ
所
二
中
の
合
同
チ
ー
ム
、
「
五
所
川
原
・
板

柳
」
は
、
五
所
川
原
四
中
、
五
所
川
原
三
中
、
五
所
川

原
二
中
・
板
柳
中
の
合
同
チ
ー
ム
で
す
。
）

■
お
詫
び
と
訂
正
■

先
月
発
行
の
「
二
中
だ
よ
り
」
に
お
い

て
、
10
月
13
日
（
金
）
、
14
日
（
土
）
開
催

の
二
中
祭
を
、
９
月
13
日
（
金
）
、
９
月
14

日
（
土
）
と
誤
っ
て
表
記
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
お
詫
び
を
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



10
月

27
日
（
金
）
全
日
本
教
育

工
学
研
究
協
議
会
全
国
大
会
の
授

業
発
表
校
と
し
て
、
本
校
で
は
社

会
、
数
学
、
理
科
の
３
教
科
の
公

開
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
青
森
県

内
は
も
と
よ
り
、
北
は
北
海
道
、

南
は
九
州
か
ら
た
く
さ
ん
の
参
観

者
が
来
校
し
、
本
校
職
員
も
含
め

て
総
勢
１
４
０
名
の
大
規
模
な
授

業
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

数
学
で
は
、
１
年
生
を
対
象
に

比
例
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
結
び
つ
け
、

二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
た
め
の

適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
考
え
、
そ

の
理
由
を
説
明
す
る
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
理
科
で
は
、
２
年
生
を

対
象
に
、
豆
電
球
の
明
る
さ
に
つ

い
て
、
根
拠
を
も
っ
て
予
想
を
立

て
、
検
証
を
図
る
授
業
を
行
い
ま

し
た
。
社
会
で
は
、
３
年
生
を
対

象
に
、
日
本
の
労
働
力
不
足
を
補

う
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
考

え
ら
れ
る
か
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
授

業
を
行
っ
た
乙
供
将
信
教
諭
（
社

会
）
は
「
複
線
型
で
の
授
業
を
行

い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
考
え
た
学

習
課
題
で
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、

一
人
一
人
が
意
欲
的
に
学
ん
で
い

ま
し
た
。」
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

参
観
者
か
ら
は
、「
生
徒
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
。

日
常
的
に
使
っ
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
」
「
生
徒
が
興
味
を

も
っ
て
調
べ
て
い
た
り
、
友
達
と

積
極
的
に
意
見
交
換
を
し
て
い
て

よ
か
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

三
沢
市
公
会
堂
で
行
わ
れ
た
東

北
大
学
大
学
院
堀
田
龍
也
教
授
に

よ
る
特
別
講
演
で
は
、
「
六
ヶ
所
二

中
に
学
ぶ
」
と
し
て
、
「
解
法
を
共

有
す
る
」「
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
る
」

「
み
ん
な
で
議
論
す
る
」
な
ど
、
本

日
の
授
業
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
別
会
場
で
行
わ
れ

た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
始
前
に
は
、

平
沼
子
供
神
楽
の
皆
さ
ん
が
出
演

し
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

２
日
目
の
10
月
28
日
（
土
）
は
、

三
沢
市
公
会
堂
で
、
全
国
の
授
業

実
践
の
発
表
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
研
修
主
任

の
前
田
之
人
教
諭
が
、
ス
ラ
イ
ド

を
も
と
に
、
今
ま
で
の
本
校
の
取

組
や
授
業
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
２
年
間
、
本
校
の

授
業
研
究
に
助
言
・
指
導
を
い
た

だ
い
た
宮
城
教
育
大
学
教
職
大
学

院
菅
原
弘
一
特
任
教
授
か
ら
「
六

ヶ
所
二
中
は
、
生
徒
と
と
も
に
先

生
も
学
び
続
け
て
い
ま
す
。
今
後

も
授
業
で
の
「
課
題
」
と
「
振
り

返
り
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
励
ま
し
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
本
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
保
護
者
の
皆
様
、
第
一
中
学

校
の
職
員
の
皆
様
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
六

ヶ
所
村
立
郷
土
館
か
ら
は
、
校
舎

の
一
室
に
富
ノ
沢
遺
跡
の
出
張
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
設
さ
れ
、
参
観

者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
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今
回
は
、
２
年
生
の
修
学
旅
行
先

で
あ
る
東
京
に
関
す
る
話
題
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
は
、
世
界
の
大
都
市
で
は
珍

し
い
ほ
ど
「
坂
」
や
「
谷
」
が
多
い

都
市
で
す
。
「
赤
坂
」
「
乃
木
坂
」

「
四
谷
」
「
市
ヶ
谷
」
「
渋
谷
」
を

は
じ
め
、
「
坂
」
「
谷
」
と
つ
く
地

名
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
「
坂
」

の
名
前
で
い
う
と
、
23
区
内
に
は

「
幽
霊
坂
」
と
い
う
名
前
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

名
で
有
名
に
な
っ
た
「
乃
木
坂
」
も

昔
は
「
幽
霊
坂
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
後
に
、
陸
軍
大
将
の
乃
木
希ま

れ

典
に
ち
な
ん
で
赤
坂
区
議
会
が
改
名

す
けを

決
め
た
そ
う
で
す
。
東
京
は
関
東

平
野
に
あ
る
た
め
、
平
坦
な
土
地
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
。
ま
た
、
ビ
ル
が

立
ち
並
ん
で
い
る
た
め
、
起
伏
の
状

態
が
見
え
に
く
い
の
で
す
が
、
実

は
、
起
伏
に
富
む
と
て
も
魅
力
的
な

地
域
で
す
。
下
の
地
図
は
、
国
土
地

理
院
の
「
地
理
院
地
図
」
で
標
高
10

㍍
以
上
を
濃
い
緑
で
示
し
た
も
の
で

す
。
２
年
生
が
修
学
旅
行
で
訪
れ
る

「
東
京
大
学
」
（
赤
線
が
東
京

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
）
「
湯
島

天
神
」
は
ま
る
で
半
島
の
よ
う

に
突
き
出
て
い
る
と
こ
ろ
に
所

在
し
ま
す
。
そ
し
て
、
「
弥
生

土
器
」
（
弥
生
２
丁
目
遺
跡
）

や
「
湯
島
天
神
」
は
ち
ょ
う
ど

そ
の
縁
の
部
分
に
あ
る
こ
と
が

ふ
ち

わ
か
り
ま
す
。

湯
島
天
神
は
正
式
に
は
「
湯

島
天
満
宮
」
と
い
い
、
「
学
問

の
神
様
」
と
い
わ
れ
る
菅
原
道
真
を

ま
つ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎

年
多
く
の
受
験
生
が
合
格
を
祈
願
し

て
参
拝
し
て
い
ま
す
。
湯
島
天
神
に

向
か
う
経
路
の
一
つ
に
「
男
坂
」

「
女
坂
」
が
あ
り
、
特
に
「
男
坂
」

は
38
段
の
急
な
石
段
な
の
で
、
こ
の

あ
た
り
の
地
形
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
柴
五
郎
一
家
居
住
跡
（
む
つ
市
）

１
面
で
野
球
、
陸
上
競
技
の
県
大

会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

大
会
中
に
陸
上
競
技
部
が
テ
ン
ト
を

張
っ
て
い
た
裏
側
に
柴
五
郎
の
顕
彰

し
ば

碑
が
あ
り
ま
す
。
柴
は
、
会
津
藩
出

身
で
、
戊
辰
戦
争
後
に
斗
南
藩
（
現

ぼ

し

ん

と

な

み

青
森
県
東
部
）
に
移
っ
て
き
た
人
物

で
す
。
薩
摩
藩
、
長
州
藩
出
身
者
が

力
を
持
っ
て
い
た
時
代
に
、
義
和
団

事
件
で
功
を
上
げ
、
陸
軍
大
将
に
ま

で
な
り
ま
し
た
。
顕
彰
碑
の
そ
ば
に

は
柴
家
が
、
厳
し
い
下
北
で
の
生
活

で
仮
住
ま
い
と
し
た
呑
香
稲
荷
神
社

と
ん
こ
う
い

な

り

が
あ
り
ま
す
。

社
会

数
学

理
科

全
国
か
ら
多
く
の
参
観
者
が
来
校

コラム日本の文化財⑦ 東京

全日本教育
工学研究協議会

自分で勉強をしようと思った時に、

教科書をどのように活用するといいの

かを考えてみたいと思います。「大事

なところに線を引く」といっても、

「大事なところってどこ？」「線はど

のように引けばいいの？」という疑問

が出てきます。今回は、「何となく」

ではなく、規則性を意識して教科書に

線を引く実践例を紹介していきます。

◆蛍光ペン

蛍光ペンや赤ペンを使って、教科書

に線を引くことで大切なのは、「色に

意味を持たせる」ことです。例えば、

右図の上では、重要な語句はオレン

ジ、大切な文章は黄色でマークをして

います。テスト問題の「穴埋め問題」

で問われるのが、このオレンジの部分

です。また、家庭学習で一問一答を作

るときにも使えます。この場合、黄色

の部分が問題、オレンジの部分が答え

になります。【問】「紀伊藩主から８

代将軍になり、幕府の政治改革を行っ

た人物は」（黄色）【答】「徳川吉宗」

（オレンジ）となります。これを逆にす

ると、説明問題の対策になります。

【問】「上げ米の制」（オレンジ）を説

明しなさい。【答】「大名が参観交代

で・・」になります。

繰り返し学習することを「〇周し

た」と表現することがあります。覚え

るためには、最低５周、基本で７周教

科書を読む必要があるのではないでし

ょうか。右図の上は、それほど難しく

なく進められるはずです。これが１周

目です。２周目となる下は、１周目よ

り少し線の数や種類が増えています。

蛍光ペンのピンクは、２周目で気が付

いたところなどに使います。ここ

では、「享保の改革」を行ったこ

とで、「幕府の財政は一時的に立

ち直った」と改革の結果について

線を引いています。

◆ボールペン

数字（年、数量など）や地名は

青ペンで囲んでいます。そして、

地名の「江戸」「紀伊」の場所が

思い浮かばなければ、地図帳でし

っかり位置関係を確認することが

大切です。

赤ペンはおもに「つながり」を

強調するために使います。前述の

「享保の改革」とピンクの蛍光ペンの

関係もその一つです。また、「倹約

令」の目的は「幕府の財政難に対応す

るため」というようにも使えます。

「こうした改革」のように「こ・そ

・あ・ど」は、常にどれを指している

のか振り返りながらつなげていく、つ

まり「置き換えていく」ことが大切で

す。次回は、この「置き換え」をベー

スに文章読解のベースとなる「同等」

「対立」「因果」関係について考えて

いきます。

学習に工夫を②

■
第
14
回
六
ヶ
所
村
子
ど
も
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

山
里
彩
寧
さ
ん

（
３
年
）

優
秀
賞

栁
田
祐
月
さ
ん

（
３
年
）

入

賞

小
泉
花
恋
さ
ん

（
２
年
）

三
浦
心
春
さ
ん

（
２
年
）

藤
谷
し
ず
く
さ
ん

（
２
年
）

■
高
円
宮
妃
杯
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
28
回
全
日
本

Ｕ
15
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
青

森
大
会
（
10
月
１
日
、
十
和
田
市
若

葉
球
場
）

優
勝

ト
リ
ア
ス
七
戸
Ｓ
Ｃ
デ
ィ
オ

サ
（
木
村
華
恋
さ
ん

小
泉
心
優
さ
ん

所
属
）

■
第
26
回
ヤ
ン
グ
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
Ｕ
14
女
子
２
部
Ｄ
（
10
月
１

日
、
大
阪
府
門
真
市

東
和
薬
品
Ｒ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｂ
ド
ー
ム
）

優
勝

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
Ｂ
Ａ

Ｌ
Ｌ

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｙ

青
森
（
吉
原
碧
彩

さ
ん

所
属
）

10
月
の
大
会
・
検
定

１年数学（本校・１階ホール）

２年理科（本校・講堂奥）

３年社会（本校・講堂手前）

平沼子供神楽披露（三沢市）

国土地理院 地理院地図より

「男坂」（天
神石坂）

「新しい社会 歴史」東京書籍より


